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新潟県燕市等が主催する「若monoデザイン
コンペティション燕vol.6」において、芸術学部
造形芸術学科 インテリア・プロダクトデザイン
コース4年生の藤木哲平さんの作品「KUBON」
が大賞を受賞しました。
プロのデザイナーと肩を並べての応募において、
大賞を受賞した3点のうち唯一の学生受賞とい
う快挙となりました。

受賞作品は現在意匠登録出願準備中で、
今後燕市内のものづくり企業との共同による商
品化をめざします。
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芸術学部の学生が制作した食器が
新潟県燕市のデザインコンペで学生として唯一の大賞を受賞

【「若monoデザインコンペティション」について】
高度な技術を持つ燕市内のものづくり企業と、革新性やデザイン性などにおいて秀でた視点を持つ学生や
若手デザイナーとのマッチングを図り、付加価値の高い新製品の開発を行うことを目的として、2017年より
開催されているコンペティションです。
市内ものづくり企業の新たな製品デザインをコンペティションのテーマとし、全国の学生や若手デザイナーから、
製品デザインを募り、選考されています。大賞を受賞した作品には、クラウドファンディングを活用した資金
調達とマーケティングを実施予定で、協力企業からは、その結果をもとに製品化に向けた取り組みにご協力
いただきます。

▼若monoデザインコンペティションのページ（燕市公式WEBサイト）
https://www.city.tsubame.niigata.jp/kogyo/shoko/216/11591.html

【作品「KUBON」コンセプト紹介】（2枚目の作品詳細をご参照）
―コロナ渦でキャンプやグランピングなどの自然の中で楽しむ、体を動かすといったアウトドアの需要が増えてい
る。その中でもアウトドアの醍醐味は仲間や恋人、家族などとの「開放的な食事」だと考える。屋外での食事
の際、お箸やカトラリー類をテーブルや地面に落として汚してしまったことはないだろうか？食事中の弾んでい
るコミュニケーションを切ってしまったことはないだろうか？という小さな問題から今回のデザインを考えた。
シンプルな器の口縁を約20mm 程窪ませ、お箸やカトラリー類などをキャッチするレストスポットを設けた器。

【大阪成蹊大学 芸術学部について】
大阪成蹊大学 芸術学部は8つの専門的なコースを擁し、社会から求められるものに対して、周囲とコミュニ
ケーションを図りながら共同してモノづくりが行える人材の育成を目標としています。現役のクリエイターとして
活躍する教員を多数擁し、企業や自治体と連携した学びを多く展開しています。
藤木さんが在籍するインテリア・プロダクトデザインコースでは、PBL(Project-Based learning 課題解決
型)授業の一環としてコンペ等への応募に積極的に取り組んでおり2020年にも、同コースの学生が「若
monoデザインコンペティション」で企業賞を受賞しています。

「KUBON」
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